
（款）２．総務費  （項）１．総務管理費  （目）１．一般管理費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

102 7,711 11,208

    （単位  千円）

決算書
       頁

143
１４３

    （単位  千円）

決算書
       頁

143
1 １４３

（款）２．総務費  （項）１．総務管理費  （目）４．人材育成推進費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

227

    （単位  千円）

決算書
       頁

145
１４５

 １． 伊勢市役所職員としての意識改革の向上及び必要な知識
の習得を図るため、一般研修を行った。また、職員の職務
遂行能力を高めるために、専門研修等に派遣した。
（１）実施実績
　①一般研修（人材育成カレッジ除く）
　　研修数１２回　　受講者数　１，７１２名
　②一般研修（人材育成カレッジ）
　　研修数４３回　　受講者数　　　９１５名
　③派遣研修
　　研修数７０回　　受講者数　　　１３８名
（２）研修評価（一般・派遣総合）
　①意識向上度　　　４８．９％
　②業務向上度　　　５８．８％

職員研修事業 ４，９４０

4,964

職 員 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

5,844 決 算 額 の 財 源 内 訳

5,191 一般財源

 １． 資料として諸記録の保存を図るため、４市町村の合併に
至るまでの経緯等を掲載した冊子「伊勢市・二見町・小俣
町・御薗村合併の記録」を作製した。
合併記録誌５００冊（本誌１００冊、概要版４００冊）

合併調整経費 ４１４

合 併 調 整 室

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 分権型社会に対応できる、自立した自治体となるため
に、伊勢市行財政改革大綱、それに基づいた実施計画を策
定し、行財政改革推進に取り組んだ。

行財政改革推進事
業

８６４

2,283,998

行 政 経 営 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

2,370,763 決 算 額 の 財 源 内 訳

2,303,019 一般財源

1 ﾍﾟｰｼﾞ （款）２．総務費



決算書
       頁

145
１４５

（款）２．総務費  （項）１．総務管理費  （目）６．広報広聴費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

    （単位  千円）

決算書
       頁

147
１４７

147
2 １４７

147
3 １４７

147
4 各種相談事業 １４７

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 ４． 相談業務のうち、市民法律相談を毎週月曜日に実施し、
利用者は３５８人（１日平均７人）であった。２，３４４

 ３． ケーブルテレビの加入促進を目的に、新たにケーブルテ
レビに加入する市民に、ケーブルテレビ加入促進補助金を
交付した。
　交付金額
　　加入金　　　　225,000円（12,500円×18件）
　　宅内工事費　2,382,000円（個人　5,000円×471件
　　　　　　　　　　　　　　 自治会9,000円×3件）

ケーブルテレビ加
入促進事業補助金

２，６０７

 ２． 地域に根ざした行政情報番組「伊勢市テレビ広報『みて
きいて　伊勢』」（約30分）を制作し放送した。
特集は、原則として「広報いせ」の特集と同じテーマに
し、広報紙と連携した行政情報の発信に努めた。
また、行政情報だけでなく、市民活動センターやセン
ター登録団体からの情報をお知らせする「市民活動ニュー
ス『おいないパルティ』」や、市民が参加した行事やでき
ごとを伝える「まちの話題」を放送した。

ＣＡＴＶ広報いせ
放送事業

１５，７７５

 １． 「広報いせ」（毎月１日発行）と「おしらせ版」（毎月
15日発行）を定期的に発行し、市政の方針や事業計画の概
要、市の行事予定等を広く市民に広報し、理解と協力を求
めるとともに、市民参画意識の高揚に努めた。

広報いせ発行事業 ２３，２０３

44,164

広 報 広 聴 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

46,746 決 算 額 の 財 源 内 訳

44,164 一般財源

 ２． 251 人事考課制度の構築と定着を目指し、人事考課制度マ
ニュアルをもとに、目標管理制度の研修と指導を行い、職
員への理解を浸透させた。また、現在検討中の能力職務態
度考課について、事務局の理解促進会合を産業能率大学講
師と行った。
（１）目標管理制度研修
　　　　実績　６回　計８０７名
　　　　　※合併旧町村の方を中心に実施した。
（２）能力・職務態度考課事務局理解促進会合
　　　　実績　１回　計　　３名

人事考課制度構築
事業

２５１

2 ﾍﾟｰｼﾞ （款）２．総務費



（款）２．総務費  （項）１．総務管理費  （目）８．電算事務管理費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

10,738 21,495

    （単位  千円）

決算書
       頁

147
１４７

147
１４７

147
3 １４７

（款）２．総務費  （項）１．総務管理費  （目）９．企画費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

    （単位  千円）

決算書
       頁

149
1 １４９

149
2 １４９

149
3 １４９

合併１周年を記念するとともに、新伊勢市の一体感の醸
成を図ることを目的に、伊勢市合併記念式典を開催した。
　開催日　平成18年11月３日
　場　所　伊勢市生涯学習センター

 ３．
１，３２３市町村合併記念式

典開催事業

 ２． ・情報誌「ＲｉｖｅｒＶｏｉｃｅ宮川」の発行
　（流域市町全戸配布）
・宮川流域子ども川サミットの開催
・宮川流域いっせいチェックの実施
・流域案内人養成講座の開催

宮川流域連携事業
負担金

７００

 １． ・ファシリテーター研修開催
担当職員が、市民会議の会議を運営するためのスキルを
身につけるために開催した。
・伊勢市まちづくり市民会議の設立
市民、民間団体、事業者及び行政がそれぞれの知恵を提
供し合い、協働して伊勢市のまちづくりを行うことを目的
として設立し、「みんなのまちの計画（総合計画）」の策
定に着手した。

総合計画策定事業
経費

８７５

4,889

行 政 経 営 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

5,485 決 算 額 の 財 源 内 訳

4,889 一般財源

 ３． ウィルスや不正侵入の脅威に備え、クライアントパソコ
ンの更新やＯＳのアップグレード、ウィルス対策ソフトの
更新を行った。またインターネット系の接続回線、機器の
統合を図り、セキュリティの向上を図った。

ＩＴセキュリティ
対策事業

２６，６４７

 ２． 全庁で利用する財務会計・文書総合管理・グループウェ
ア等のシステムの賃貸借及び保守管理を行い、職員間の情
報共有及び事務効率の向上を図った。

行政情報システム
管理経費

１０８，４３５

 １． 戸籍住民課の窓口業務や税の賦課徴収、福祉関連諸手当
の給付等にかかる基幹システムである住民情報システムの
賃貸借及び保守管理を行なうとともに、これらの業務にか
かる計算処理・帳票出力処理等の業務を委託し、事務の迅
速化と効率化を図った。

住民情報システム
管理経費

２３７，７９２

359,915

電算システム課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

394,713 決 算 額 の 財 源 内 訳

392,148 一般財源

3 ﾍﾟｰｼﾞ （款）２．総務費



（款）２．総務費  （項）１．総務管理費  （目）10．市史編さん事業推進費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

    （単位  千円）

決算書
       頁

149
１４９

（款）２．総務費  （項）１．総務管理費  （目）17．財産管理費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

20,000 7,240

    （単位  千円）

決算書
       頁

153
1 １５３

    （単位  千円）

決算書
       頁

153
1 １５３

    （単位  千円）

決算書
       頁

153
1 １５３

用 地 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． (1)旧農協倉庫移転工事
(2)旧農協倉庫移転に伴う跡地整備工事
　 市道小俣1号線道路改良舗装事業に伴い、立ち退き対象
 土地にある倉庫を移設し、建築物の有効利用を図った。

庁舎等整備経費

 １．
市有地調査経費

市有地一筆毎の所在、利用状況等を掌握するため、ま
た、財産台帳（土地台帳）の整備を行うための基礎資料を
作成するため、現地調査を行った。
（概要）　市有地調査業務
　　進修地区、神田久志本町、勢田町及び藤里町の一部
　　調査対象筆数　１，６４８筆
　　調査対象面積　３６．６９ｈａ

６，８３５

事 業 名 決 算 額

 １． 37,985 (1)大湊市民ホール改修工事
　　　大湊市民ホールの屋上、外壁の防水部分の経年劣化
　　による雨漏れ、バリヤフリー化等、改修工事を実施し
　　た。
(2)小俣総合支所改修工事
(3)二見総合支所改修工事
　　　小俣総合支所３階議場及び二見総合支所３階議場の
　　スペースの有効利用のため、改修工事を行った。

庁舎等整備経費 ３７，９８５

203,272

管 財 契 約 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

243,920 決 算 額 の 財 源 内 訳

230,512 一般財源

 １． 各専門部会の編集方針や調査計画に基づき、委員等によ
り史料調査、文化財調査、民俗聴き取り調査等を行い、市
史編さんに向けての作業を推進した。
　今年度は『伊勢市史　第七巻　文化財編』を刊行した。

市史編さん事業 ４３，１３３

43,133

総 務 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

47,200 決 算 額 の 財 源 内 訳

43,133 一般財源

７，９５４

施 策 の 成 果

小俣総合支所 地域振興課

4 ﾍﾟｰｼﾞ （款）２．総務費



    （単位  千円）

決算書
       頁

153
1 １５３

（款）２．総務費  （項）１．総務管理費  （目）19．市民交流推進費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

38,564

    （単位  千円）

決算書
       頁

155
１５５

157
１５７

157
１５７

157
１５７

157
１５７

庁舎等整備経費
(1)御薗総合支所庁舎トイレ改修工事
庁舎内バリアフリー化及び次世代育成支援行動計画の事
業の一環として、御薗総合支所庁舎トイレの改修すること
により高齢者、障がい者、妊婦などに優しい環境整備を
行った。
（概要）　和式トイレを洋式トイレに交換、障がい者トイ
　　　　　レの便器交換、オムツ替えシートの設置など

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 ５． 市内に活動拠点を置く地域グループや活動団体が行う、
元気で活気溢れる地域づくりを支援するため、旧小俣町で
平成１６年度より補助制度の運用を開始した。
　申請団体数１２団体、交付決定団体数８団体

活性化活動事業補
助金

８８６

 ４． 市と自治会が協働して地域社会の活性化を図るため、自治
会が各地域において主体的に取り組む事業に対して、平成
１６年度より補助金の交付を開始した。
申請・交付決定団体は、１２０自治会（旧伊勢市内の
み）のうち１０２自治会。

元気なまちづくり
協働事業補助金

１０，０３３

 ３． （財）自治総合センタ－からの助成金を財源とし、コ
ミュニティ組織である自治会に補助金を交付。
　交付決定団体は１９自治会（当初分１７、追加分２）。

コミュニティ助成
事業補助金

３７，９００

 ２． 公共下水道の供用開始に伴ういせ市民活動センタ－の排
水設備の整備を実施。いせ市民活動セン

ター施設整備事業
５，７７７

 １． いせ市民活動センタ－を指定管理者制度の導入により、
特定非営利活動法人いせコンビニネットに管理運営を委託
している。
　　【指定管理委託料】
　第１期　平成１６年７月１日～平成１７年３月３１日
　　　　　　委託契約料　　　　　　　　７,８２８千円
　第２期　平成１７年４月１日～平成２１年３月３１日
　　　　　　委託契約料　　　　　　　４８,２０２千円
　　うち　平成１８年度　委託契約料 １１，９９８千円

市民活動促進事業 １６，８１６

市民参画交流課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

決 算 額 の 財 源 内 訳

122,229 一般財源

83,665

５，６１６

122,905

御薗総合支所 地域振興課

 １．

5 ﾍﾟｰｼﾞ （款）２．総務費



（款）２．総務費  （項）１．総務管理費  （目）20．自治区振興費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

80,000 10,265

    （単位  千円）

決算書
       頁

157
振興助成金事業 １５７

    （単位  千円）

決算書
       頁

157
1 １５７

（款）２．総務費  （項）１．総務管理費  （目）21．国際交流事業費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

1,725

    （単位  千円）

決算書
       頁

157
１５７

    （単位  千円）

決算書
       頁

157
１５７

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 二見町在住の中学３年生２０人をオーストラリア・ゴー
ルドコースト市へ派遣し、ホームステイや現地学校での語
学研修・交流授業等を体験することで、外国の生活や文化
の違い等を学ぶとともに、現地の人々に日本の生活・文化
を伝える等して、国際交流活動を行った。

豪州中学生交流事
業

６，７２１

 １． ○　外国人住民の日常生活の利便を図るための基本的な情
　報を掲載した「外国人のための生活ガイドブック」の中
　国語版とポルトガル語版を発行した。
○　今後の国際化に対応したまちづくりの施策の指針とな
　る｢伊勢市国際化推進指針」の策定を行った。
○　伊勢市国際交流協会を通じ、国際交流の趣旨普及、情
　報提供、講演会・交流会の開催、ボランティア活動の推
　進に努めた。

国際交流推進事業 ２，００２

6,998

市民参画交流課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

9,529 決 算 額 の 財 源 内 訳

8,723 一般財源

45,082

市民参画交流課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

135,438 決 算 額 の 財 源 内 訳

135,347 一般財源

地域における自治活動を支援・推進するため市内172自
治会に助成金を交付した。

施 策 の 成 果

 １． 自治会が地域社会の活性化をめざし自主的に取り組む活
動を支援するため、集会所施設の修繕、備品購入、電気使
用料に対して補助を行った。
　・修繕/備品購入　　　　　  ４件　 ５１１千円
　・電気使用料（1/2補助）　２５件　 ８３４千円

自治区振興事業 １，３４５

二見総合支所 地域振興課

小俣総合支所 地域振興課

事 業 名 決 算 額

 １．
２６，６１３

6 ﾍﾟｰｼﾞ （款）２．総務費



（款）２．総務費  （項）１．総務管理費  （目）22．コミュニティセンター費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

1,363

    （単位  千円）

決算書
       頁

159
1 １５９

（款）２．総務費  （項）１．総務管理費  （目）24．交通災害共済事業費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

14,400

    （単位  千円）

決算書
       頁

161
１６１

 １． 三重県交通災害共済条例により交通事故による災害を受
けた者を救済するため、三重県からの委任事務として、加
入及び見舞金給付に関する事務を行った。
（１）加入者数　　　　　３９,８９５人
（２）見舞金給付件数　　　 　２０２件
（３）見舞金給付額　　　　９,９２５千円

三重県交通災害共
済事業

１４，４００

交 通 政 策 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

36,505 決 算 額 の 財 源 内 訳

14,400 一般財源

 １． 大湊地区コミュニティセンター建設に伴う用地取得及び建
築工事を行った。大湊地区コミュニ

ティセンター新築
事業

７６，５３１

80,545

市民参画交流課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

171,094 決 算 額 の 財 源 内 訳

81,908 一般財源

7 ﾍﾟｰｼﾞ （款）２．総務費



（款）２．総務費  （項）１．総務管理費  （目）25．防犯活動推進費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

7,175

    （単位  千円）

決算書
       頁

161
1 １６１

161
2 １６１
 ２． 19,369 夜間の犯罪を防止し、安全な市民生活の確保を図るた

め、自治会が実施する防犯灯の整備に対して補助金を交付
した。
  ・整備補助金　　　新設　　９３地区（１６０箇所）
　　　　　　　　　　取替　１１２地区
　・電気料金補助金　　　　１５８地区

防犯灯設置等補助
金

１９，３６９

 １． 「伊勢市防犯活動の推進に関する条例」の目的を達成す
るために、地域安全活動を推進した。
○地域安全講習会の開催
　　各自治会・親子会・老人会その他団体等を対象に地域
　安全講習会を精力的に開催して、防犯意識の高揚と自主
　的な防犯活動の啓発に努めた。平成１８年度の講習会開
　催状況は、次のとおりである。
　　平成１８年度　２０回　８９９名参加
○全国地域安全運動期間中の啓発活動
・街頭啓発の実施
　　犯罪・事故や災害といった不安のない「安全で明るく
　住みよい地域社会の実現」を目指して、「全国地域安全
　運動（Ｈ１８．１０．１１～２０）」にあわせて実施し
　た。
　　実施日　平成１８年１０月１２日(木)午後４時～５時
　　場　所　いせみそのショッピングセンター
　　参加者　３２名
　　（市長、伊勢市防犯推進協議会会長、伊勢警察署長、
　　　伊勢市防犯推進協議会委員８名、同専門部会委員
　　　１６名、事務局５名）
　　啓発物品　１,０００人分配布
・地域安全展の開催
　 　伊勢おおまつり会場内に「地域安全展」のコーナー
　を設けて、幼児から高齢者を対象に防犯・暴力団排除意
　識の高揚に努めた。
　　共　催　伊勢度会地区生活安全協会
　　　　　　伊勢市防犯推進協議会
　　日　時　平成１８年１０月１４日(土)～１５日(日)
　　内　容　・ 似顔絵　１００枚
　　　　　　・ 白バイと記念撮影　３００枚
　　　　　　・ 「いかのおすし」チラシと子ども用
　　　　　　　グッズのセットの配布
　　　　　　・ 防犯機器等の展示
　　　　　　・ その他啓発用品の配布

防犯啓発事業 ４，３７８

27,195

危 機 管 理 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

36,497 決 算 額 の 財 源 内 訳

34,370 一般財源

8 ﾍﾟｰｼﾞ （款）２．総務費



（款）２．総務費  （項）１．総務管理費  （目）26．交通対策費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

    （単位  千円）

決算書
       頁

163
１６３

163
１６３

163
１６３

 ３． 交通安全活動団体への補助金交付により、各団体の活動
の充実を図り、交通事故のない地域社会の実現に寄与し
た。

交通安全活動推進
補助金

１，５３０

 ２． 駅周辺の自転車等の整理撤去を行い、美観の確保及び駐
輪場利用者の利便性の確保を図った。放置自転車対策事

業
２，２４１

 １． （１）伊勢市交通安全都市推進協議会により、児童をはじ
　　めとする市民の交通安全意識の高揚を図った。
　①伊勢市児童交通安全図画ポスター展の協力
　②夜光反射材等の啓発物品の購入配付
（２）伊勢・度会地区交通安全対策協議会により、広域的
　　な見地から交通事故のない社会づくりを図った。
　①交通安全教室の開催
　②シルバー・サポート隊活動

交通安全啓発事業 ３，３４９

7,120

交 通 政 策 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

7,427 決 算 額 の 財 源 内 訳

7,120 一般財源

9 ﾍﾟｰｼﾞ （款）２．総務費



（款）２．総務費  （項）１．総務管理費  （目）28．男女共同参画推進費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

1,592

    （単位  千円）

決算書
       頁

163
１６３

163
１６３

163
１６３

163
１６３

 ４． 各種審議会・委員会等への女性委員登用を促進するた
め、女性がそれぞれの立場で能力を発揮できる人材を育成
及び男女が個々の能力を発揮する力を身につけるための講
座を開催した。
（１）自己尊重・自己主張講座の開催
　開催日　平成18年10月 1日、10月 9日、10月15日
　　　　　平成18年10月22日、10月29日、11月 5日
　開催場所　市役所東庁舎４－３会議室
　参加者数　延べ６０人
（２）れいんぼう講座（男女共同参画、人権、行政、ＮＰ
　　　Ｏ法人、ボランティア団体、ファシリテート、ボラ
　　　ンティア団体とファシリテート）の開催
　開催日　平成19年1月14日、1月21日、1月28日
　　　　　平成19年2月 4日、2月12日、2月18日、2月25日
　開催場所　御薗公民館　３階学習室
　参加者数　延べ７７人

人材育成事業 ３６４

 ３． 男女共同参画社会の形成促進に関する基本的、総合的な
施策及び重要事項について協議するとともに、広く市民か
らの意見を聴取し、事業の進行管理を行った。

男女共同参画懇話
会開催事業

１９８

 ２． 伊勢市男女共同参画都市宣言の理念を広く市民に周知す
るとともに、男女共同参画社会の実現をめざした取組を
行った。なお、企画運営については、公募市民１０人で組
織する「男女共同参画れいんぼう伊勢」と協働で行った。
（１）パートナーの日の啓発事業
　開催日　平成18年8月19日
　場　所　ハートプラザみその　多目的ホール
　内　容　映画上映会＆映画監督トークライブ
　参加者数　３５０人
（２）市民ワークショップの開催
　開催日　平成18年10月27日、11月10日、11月17日
　　　　　平成18年11月22日、11月29日
　場　所　村松町、二見町、御薗町、小俣町、岩渕1丁目
　参加者数　延べ１２０人
（３）男の料理教室
　開催日　平成18年11月25日
　場　所　ハートプラザみその　栄養指導室
　参加者数　２０人
（４）「結婚！？それも１つの選択肢!」セミナー開催
　開催日　平成19年3月11日
　場　所　ウェルサンピア伊勢
　参加者数　１８人

男女共同参画推進
都市事業

１，０８６

 １． 男女共同参画に関して広く市民に情報発信するため、公
募市民５人の企画編集による情報紙を３回発行した。各発
行時に５１，６００部各戸配布した。

情報紙発行事業 １，１７８

3,358 決 算 額 の 財 源 内 訳

2,920 一般財源

1,328

市民参画交流課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

10 ﾍﾟｰｼﾞ （款）２．総務費



（款）２．総務費  （項）１．総務管理費  （目）29．市町村合併移行事業費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

11,216

    （単位  千円）

決算書
       頁

163
１６３

（款）２．総務費  （項）２．地域振興費  （目）１．振興開発費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

28,700 3,000

    （単位  千円）

決算書
       頁

165
1 １６５

165
１６５

165
１６５

 ３． まつり博跡地への企業誘致を実現させるため、開発及び
開発に係る社会基盤整備について、三重県及び関係機関と
協議し、まつり博跡地企業誘致基盤整備事業を実施した。

まつり博跡地企業
誘致基盤整備事業

３３，８４９

 ２． 伊勢市工場等誘致奨励条例に基づき、奨励金を交付し
た。工場等誘致奨励事

業
１，２０９

 １． 各種企業を訪問し、伊勢の特性を説明し、積極的に企業
誘致に努めた。
また、企業の動向を把握している各種法人等を訪問し、
情報収集に努めるとともに、企業進出について協力を依頼
した。
　　　企業訪問件数　　１２６件

企業立地推進事業 ３４９

6,824

企 業 誘 致 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

54,306 決 算 額 の 財 源 内 訳

38,524 一般財源

 １． 合併による指定ごみ袋の統一に伴い新市のごみ袋を作成
した。
○対象ごみ　　可燃ごみ、不燃ごみ（小俣町のみ）
○指定袋種類　４種類
　【可燃ごみ】
　　３種類（大袋４５㍑、中袋３０㍑、小袋１５㍑）
　【不燃ごみ】
　　１種類（中袋３０㍑）
○材質等
　【材質】　高密度ポリエチレン製、充填剤入
　　　　　　　（消石灰系複合物５％以上）
　【色】　　乳白色半透明
○販売方法　「伊勢市指定ごみ袋販売店」にて販売
　　　　　　（平成１９年３月３１日現在、
　　　　　　　　　　　　　販売店登録数約４００店舗)
○販売価格　 希望小売価格制度にて販売
　　　　　　 市の提示する希望小売価格
　【可燃ごみ】
　　大袋７０円、中袋５０円、小袋３５円（税別）
　【不燃ごみ】
　　中袋９０円（税別）

指定ごみ袋統一経
費

１１，２１６

資 源 循 環 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

11,216 決 算 額 の 財 源 内 訳

11,216 一般財源

11 ﾍﾟｰｼﾞ （款）２．総務費



決算書
       頁

165
１６５

（款）２．総務費  （項）２．地域振興費  （目）２．朝熊山麓開発事業費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

493

    （単位  千円）

決算書
       頁

165
1 １６５

    （単位  千円）

決算書
       頁

165
１６５

（款）２．総務費  （項）２．地域振興費  （目）３．辺地対策事業費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

7,273 21,374 30,910 8,530

    （単位  千円）

決算書
       頁

165
１６５

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 市内で唯一ケーブルテレビ視聴不能エリアとなってい
る、宇治今在家町高麗広地区について、国・市が株式会社
アイティービー（第３セクター）に対して整備費用の一部
を補助し、同地区のケーブルテレビ網を整備した。
　交付金額　14,547,000円（内訳）国：7,273,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　市：7,274,000円

ケーブルテレビ施
設整備事業

１４，５４７

1,261

広 報 広 聴 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

205,752 決 算 額 の 財 源 内 訳

69,348 一般財源

朝熊山麓公園の利用者に快適なスポーツ及びレクリエー
ションの場を提供するために、多目的芝生広場の排水施
設、遊戯施設、グラウンドゴルフ場の整備を行い、公園設
備の充実を進めた。また、冬桜の植栽計画に基づき植栽整
備を行った。
（概要）
　　排水施設敷設工事、遊戯施設整備工事
　　グラウンドゴルフ場整備工事、花木植栽整備工事
（全体事業）
　　事業費　　　　　６２８，５４０千円
　　事業着手年度　　平成７年度

施設整備事業 １９，９３３

 １． 朝熊山麓公園施設用地内の清掃、除草、ゴミ箱回収、ト
イレの清掃、芝刈について、地元及びシルバー人材セン
ターへの委託により実施したほか、法令に基づいた浄化槽
の維持管理、公園の環境維持と整備を行った。

朝熊山麓公園施設
維持管理経費

３６，３１８

58,305

維 持 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

基 盤 整 備 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １．

59,968 決 算 額 の 財 源 内 訳

58,798 一般財源

 ４． （財）地域総合整備財団の行う、地域における新産業の
育成と雇用の拡大に資するための補助金を交付した。新分野進出等企業

支援事業補助金
３，０００

12 ﾍﾟｰｼﾞ （款）２．総務費



    （単位  千円）

決算書
       頁

165
１６５

165
１６５

    （単位  千円）

決算書
       頁

165
1 １６５
 １． 矢持町地内に消防団車庫施設を含む消防施設建設事業の

遂行のため、旧消防団車庫の解体及び用地取得のための評
価鑑定を行った。
　解体工事費　２，６１１千円（木造中2階建　87.94坪）
　用地鑑定　　　　１５２千円

消防施設等整備事
業

２，７６３

消 防 本 部

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 ２． 横輪地区活性化事業で整備した伊勢市都市農山村交流促
進施設について、平成19年1月1日より指定管理者制度を導
入し施設の管理運営を行うことで、地域の振興を図った。
　直営期間　　：平成18年11月25日～平成18年12月31日
　指定管理期間：平成19年 1月 1日～平成19年 3月31日

横輪・矢持地区活
性化施設維持管理
経費

１，０３３

 １．
５１，００５横輪・矢持地区活

性化事業

農 林 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

近年、横輪町・矢持町地域は過疎化が大きな問題となっ
ているが、これらの地域の貴重な自然・歴史・文化が途絶
えてしまうことのないよう｢自然と共生する、平家ゆかり
の郷『一宇郷』」を理念とし、都市住民との交流施設の整
備を行い、地域の振興を図った。
事業内容
　【横輪地区】
    ○現年分
　　　測量調査一式
　  ○平成17年度からの繰越分
　　　管理施設建設工事　　　　Ａ＝ 88.33㎡
　　　宮山・交流広場整備　　　Ａ＝17,536㎡
　　　宮山・交流広場植栽整備　植栽工 212本
　　　宮山間伐業務　　　　　　Ａ＝　1.17ha
      防犯設備工事　　シャッター取付   2箇所
　　　　　　　　　　　防犯カメラ設置　 2台
　　　案内看板設置　　　　　　　　　　 1基
　【矢持地区】
　　〇平成17年度からの繰越分
　　　 測量調査一式
全体事業
　事業費　　245,438千円
　事業概要
　【横輪地区】
　　　　宮山整備　　　　　　　　Ａ＝　1.5ha
        管理施設整備　　　　　  Ａ＝2,267㎡
　　　　おせん淵整備　　　　　　Ｌ＝　236ｍ
　　　　横輪環境保全林整備　　　Ｌ＝　1.8km
　【矢持地区】
　　　　山道整備　　　　　　　　Ｌ＝　2.7km
　　　　サイン整備　　　　　　  一式
事業期間　　平成16年度～平成19年度

13 ﾍﾟｰｼﾞ （款）２．総務費



（款）２．総務費  （項）３．徴税費  （目）２．賦課徴収費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

731

    （単位  千円）

決算書
       頁

169
1 １６９

169
１６９

169
１６９

    （単位  千円）

決算書
       頁

169
1 １６９

169
2 １６９
 ２． 33,077 高額滞納者等の整理困難事案を三重地方税管理回収機構

へ移管し、徴収率の向上を図った。
　　移管件数　６０件　移管総額６５，９６７，６７０円
　　　負担金　１５，２４９，０００円
　　　　内訳：均等割額１００，０００円
　　　　　　　処理件数割額１７０，０００円×６０件
　　　      　徴収実績割額４，９４９，０００円
　　　　    　（前々年度徴収実績の１０％）
口座振替の推進を図るため、金融機関報奨金制度を新設
し、金融機関に新規の口座振替に対し、報奨金を支払っ
た。（１５０円／件）
　　実績　１，７４８件　２６２，２００円

徴収管理一般経費 ３３，０７７

 １． 納税者の利便性・サービスの向上、納付機会の拡大を図
るために軽自動車税のコンビニ収納を実施した。
　コンビニ収納　４，８８３件
　納付額　　　　　　２４，７５９，７００円
　　収納代行業者手数料　　３１３，４９３円
　　電話回線使用料　　　　　６７，１６０円
　　電算業務委託料　　　　５１４，５００円

コンビニ収納経費 ８９５

収 税 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 ３． 固定資産課税客体の現状把握及び平成21年度評価替えの
基礎資料とするため、市内全域の航空写真撮影とデータ化
を行った。また航空写真等の閲覧システムにかかる機器に
ついて、安定稼動維持のため保守委託を行った。
　航空写真業務委託経費　　　　　　 ８，４００千円
　ハードウェア保守委託経費　　　 　　　　７２千円

固定資産関係資料
（航空写真）経費

８，４７２

 ２． 適正且つ公平な課税のための基礎資料整備の一環とし
て、地番図・家屋図データの修正と閲覧システムへの取込
み及び平成21年度評価替え準備資料の作成を行った。

固定資産評価シス
テム経費

２０，４７５

 １． 平成18年度評価替え時に決定した標準宅地の価格を、地
価下落等に伴う変動を反映させ、現状に則した価格とする
ため、鑑定評価の時点修正を行った。
また、家屋評価計算システムの安定稼動維持にかかる保守
委託を行った。
　土地鑑定評価時点修正業務委託経費　４，３００千円
　家屋評価計算システム保守委託経費　　　１８９千円

土地鑑定評価時点
修正経費

４，４８９

86,445

課 税 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

89,098 決 算 額 の 財 源 内 訳

87,176 一般財源

14 ﾍﾟｰｼﾞ （款）２．総務費



（款）２．総務費  （項）７．監査委員費  （目）１．監査委員費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

    （単位  千円）

決算書
       頁

177
1 １７７
 １． 随時監査として工事監査を２件実施した。監査の執行に

あたっては、専門知識を有する外部に委託したことによ
り、監査手法の向上を図った。

工事等技術調査委
託経費

６２

31,451

監査委員事務局

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

31,488 決 算 額 の 財 源 内 訳

31,451 一般財源

15 ﾍﾟｰｼﾞ （款）２．総務費


